
牧
之
原
農
業
用
水
の

多
面
的
機
能

（1） 牧之原だより 第32号

第　32 号
平成18年７月1日

発　行

牧之原畑地総合整備土地改良区
〒427-0047
島 田市中溝町 1 7 2 6－4
� 〈0547〉36-0984�
ＦＡＸ〈0547〉36-0830

牧
之
原
農
業
用
水
の

多
面
的
機
能

目　　　　　次

多面的機能について・・・・・・・・・・・・1

理事長挨拶，総代会報告・・・・・・・・・・2

平成16年度決算，平成18年度予算・・・・・3

牧之原地区の基盤整備について・・・・・・・4

資源保全事業について・・・・・・・・・・・5

組合設立状況等・・・・・・・・・・・・・・6

施設の管理等について・・・・・・・・・・・7

農地転用，個人情報等について・・・・・・・8

▲金谷吐水槽

牧
之
原
農
業
用
水
は
、
お
茶
を
中
心

と
す
る
作
物
の
生
産
性
と
品
質
の
向
上

の
た
め
に
有
効
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

古
く
か
ら
水
利
に
乏
し
い
牧
之
原
台
地

に
と
っ
て
の
用
水
は
、
単
に
農
業
の
み

な
ら
ず
、
地
域
住
民
の
水
と
し
て
の
大

き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

牧
之
原
台
地
は
、
標
高
五
十
�
〜
二

百
五
十
�
の
地
形
で
、
林
野
火
災
等
で

は
一
部
地
上
消
火
で
の
対
応
が
不
可
能

な
地
域
も
あ
り
、
空
中
消
火
に
頼
ら
ざ

る
を
得
な
い
地
域
も
あ
り
ま
す
。

本
用
水
地
域
に
は
、
吐
水
槽
を
含
め

十
一
ケ
所
の
調
整
水
槽
と
現
在
ま
で
に

二
百
十
二
ケ
所
の
フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
が

台
地
上
に
整
備
さ
れ
、
い
ず
れ
も
貯
水

量
は
一
ケ
所
数
百
�
〜
一
万
�
ほ
ど
の

容
量
を
も
っ
て
お
り
、
防
火
や
地
域
防

災
用
水
の
利
用
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
農
業

用
水
の
多
面
的
機
能
へ
の
使
命
と
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
各
地
域
の
住
民
の
皆
さ
ん
と

地
域
の
実
情
に
見
合
っ
た
具
体
的
な
用

水
活
用
法
と
施
設
管
理
の
あ
り
方
等
を

含
め
て
将
来
に
向
け
て
の
安
心
・
安
全

な
地
域
づ
く
り
つ
い
て
の
話
し
合
い
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

地
域
の
防
火
や防

災
な
ど
を
担
う



組
合
員
の
皆
様
、
及
び
関
係
の
皆
様
に

は
、
日
頃
、
牧
之
原
畑
総
事
業
の
推
進
に

つ
き
ま
し
て
は
、
ご
尽
力
を
賜
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

昨
年
八
月
に
、
四
年
に
一
度
改
選
さ
れ

ま
す
総
代
選
挙
が
行
わ
れ
、
百
三
名
の
総

代
の
皆
さ
ん
が
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
続
い
て
、
十
月
に
は
役
員
改
選
も

行
わ
れ
、
三
十
名
の
理
事
、
監
事
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
新
し
い
総
代
、
役
員
の

方
々
で
、
本
事
業
の
さ
ら
な
る
推
進
、
並

び
に
改
良
区
の
業
務
運
営
を
進
め
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
こ
に
改
め
ま
し
て
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
冬
、
日
本
海
側
で
は
記
録
的
な
大

雪
。
一
方
、
太
平
洋
側
で
は
雨
の
降
ら
な

い
少
雨
現
象
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で

す
。こ

の
日
本
の
年
間
降
水
量
の
推
移
を
み
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ま
す
と
、
こ
の
百
年
で

百
�
程
度
も
減
少
し
て

お
り
、
ま
た
、
雨
の
多

い
年
と
少
な
い
年
の
開

き
が
甚
だ
し
く
な
っ
て

い
る
デ
ー
タ
が
あ
り
ま

す
。現

に
こ
の
牧
之
原
地

域
で
も
、
一
昨
年
は
十

回
も
の
台
風
が
上
陸

し
、
十
月
の
降
水
量
は
、
ア
メ
ダ
ス
観
測

史
上
最
高
記
録
の
八
百
六
十
�
で
し
た
。

一
方
、
昨
年
十
二
月
の
降
水
量
は
、
僅

か
一
�
と
い
う
、
こ
れ
も
ア
メ
ダ
ス
観
測

史
最
低
の
少
雨
記
録
と
の
こ
と
で
あ
り
ま

し
た
。

土
と
陽
と
水
の
上
に
成
り
立
つ
農
業
。

こ
の
よ
う
な
近
年
の
、
不
規
則
な
予
測

の
つ
か
な
い
気
象
状
況
に
あ
っ
て
、
限
り

あ
る
水
資
源
で
あ
る
牧
之
原
農
業
用
水
は
、

こ
の
牧
之
原
地
域
に
と
り
、
か
け
が
え
の

な
い
大
き
な
財
産
と
云
え
る
で
し
ょ
う
。

今
な
お
、
水
利
の
整
備
さ
れ
て
い
な
い

地
域
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
未
整
備
地
域
解
消
の
た
め
に
は
あ

ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
て
、
尚
一
層
の
予
算

確
保
に
努
め
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

関
係
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

全
議
案
と
も
原
案
ど
お
り
可
決

平
成
十
七
年
度
通
常
総
代
会
が
、
三

月
二
十
九
日
、
金
谷
夢
づ
く
り
会
館
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
は
、
午
前
十
時
に
伊
藤
幸
雄
副

理
事
長
の
開
会
の
辞
に
始
ま
り
、
和
田

秀
雄
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
理
事
長
表

彰
を
は
さ
み
、
当
日
ご
臨
席
を
頂
い
た

ご
来
賓
の
方
々
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

議
事
は
、
議
長
に
御
前
崎
市
の
戸
塚

敦
彦
総
代
が
選
出
さ
れ
、
承
認
議
案
の

「
十
七
年
度
一
般
会
計
収
支
補
正
予
算

（
第
二
次
）
専
決
処
分
承
認
」
ほ
か
三

件
、
議
決
議
案
の
「
定
款
及
び
規
程
の

一
部
変
更
」
ほ
か
、
十
件
が
上
程
さ
れ

全
議
案
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
報
告
事
項
と
し
て
、
事
務
局
か

ら
、
県
営

牧
之
原
島

田
地
区
の

計
画
変
更

に
つ
い
て

と
、
東
遠

工
業
用
水

道
に
つ
い

て
、
な
ど

が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
紅
林
啓
美
副
理
事
長
の
閉

会
の
辞
に
よ
り
、
総
代
会
は
滞
り
な
く

終
了
し
ま
し
た
。

一
個
人
・
一
組
合
に

総
代
会
に
お
い
て
、
長
年
用
水
組
合
の
健

全
な
運
営
に
尽
力
を
さ
れ
た
個
人
、
ま
た
組

合
員
が
一
丸
と
な
っ
て
健
全
な
運
営
を
続
け

て
い
る
組
合
に
対
し
て
、
そ
の
功
績
を
称
え

る
理
事
長
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
土
地
改
良
区
表
彰
規
程

に
基
づ
き
、
表
彰
審
議
会
に
お
い
て
対
象

と
な
る
個
人
、
及
び
組
合
を
理
事
長
が
総

代
会
に
お
い

て
表
彰
す
る

も
の
で
す
。

今
回
、
表

彰
さ
れ
た
個

人
、
組
合
の

方
々
は
左
掲

の
と
お
り
で

す
。

（
敬
称
略
）

牧
之
原
畑
地
総
合
整
備

土
地
改
良
区

理
事
長

和
田
秀
雄

平
成
十
七
年
度 

　
通
常
総
代
会
報
告 

新
総
代
、
新
役
員
の
も
と

さ
ら
な
る
事
業
の
推
進
を

日
本
の
年
間
降
水
量
は

百
年
で
百
㍉
程
も
減
少

牧
之
原
農
業
用
水
は

か
け
が
え
の
な
い
財
産

未
整
備
地
域
解
消
の
た
め

尚
一
層
の
予
算
確
保
を

理

事

長

表

彰

滝 

野 

　
龍 

雄 

　（
御
前
崎 

原
世
戸
畑
地
用
水
組
合
長
） 

　 桝
形
畑
地
用
水
組
合
　（
金
谷
地
区
） 

 

組合賞 個人賞 
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収
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平
成
十
六
年
度 

一

般

会

計 

平
成
十
八
年
度 

一

般

会

計 

平
成
十
六
年
度 

管
理
費
特
別
会
計 

平
成
十
八
年
度 

管
理
費
特
別
会
計 

収　入 
2,462,602千円 

借入金 
651,384千円 
　　(26.45％)

繰入金 
11,738千円 
　　（0.47％） 

繰越金 
7,670千円 

　　（0.31％） 

受託料・補助金 
18,626千円 
　　（0.75％） 

補助金・交付金 
2,920千円 

　　（2.92％） 

繰入金・その他 
73,525千円 
　　（2.77％） 

組合費 
1,653,618千円 
（67.14％） 

負担金 
9,854千円 
（0.40％） 

繰越金 
1,489千円 
（1.49％） 

受託料・補助金 
11,057千円 
（0.41％） 

繰越金・その他 
1,203千円 
（1.26％） 

負担金 
4,380千円 
（4.574％） 

負担金 
5,862千円 
（6.12％） 

補助金 
1,361千円 
（1.42％） 

事業費 
77,878千円 
（2.93％） 

事務費・事務所費・ 
選挙費 
73,826千円 
（2.78％） 

繰出金・その他 
45,383千円 
（1.71％） 

経常賦課金・助成金 
109,623千円 
（4.13％） 

諸収入・その他 
2,030千円 
（2.03％） 

負担金 
5,142千円 
（5.14％） 

財産管理費 
2,100千円 
（2.21％） 

負担金 
4,971千円 
（5.23％） 

調査費 
504千円 
（0.53％） 

諸収入・その他 
1,181千円 
（0.04％） 

経常賦課金・助成金 
108,531千円 
（4.40％） 

支　出 
2,453,264千円 

分担金及び 
　負担金 
　　652,850千円 
　　　（26.61％） 

徴収費・その他 
1,957千円（0.08％） 

繰出金 
45,845千円 
（1.87％） 

借入金償還 
1,645,565千円 
　　（67.08％） 

事務費・事務所費 
71,948千円 
（2.93％） 

事業費 
35,099千円 
（1.43％） 

収　入 
99,857千円 

支　出 
95,107千円 

収　入 
2,654,114千円 

支　出 
2,654,114千円 

収　入 
95,768千円 支　出 

95,768千円 

決
　 
算 

決
　 

算 

予
　 

算 

予
　 

算 
収
　
入 

支
　
出 

収入総額　2,462,602千円 

支出総額　2,453,264千円 

差引残額　        9,338千円 

　　　  （次年度へ繰越） 

収入総額　      99,857千円 

支出総額　      95,107千円 

差引残額　         4,750千円 

　　　  （次年度へ繰越） 

受託料 
51,038千円 
（51.11％） 

繰入金 
37,238千円 
（37.29％） 

　整備補修費 
23,464千円 
（24.67％） 

電気料金 
19,820千円 
（20.84％） 

施設管理費 
44,248千円 
（46.52％） 

組合費 
1,741,784千円 
（65.62％） 

受託料 
49,740千円 
（51.94％） 

     施設管理費 
45,959千円 
（47.99％） 

繰入金 
37,602千円 
（39.26％） 

借入金償還 
1,737,301千円 
（65.46％） 

借入金 
718,125千円 
（27.05％） 

分担金及び 
負担金 

719,726千円 
（27.12％） 

整備補修費 
24,390千円 
（25.46％） 

電気料金 
18,629千円 
（19.45％） 

財産管理費・その他 
1,010千円 
（1.05％） 

調査費 
1,400千円 
（1.46％） 
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現
在
、
九
地
区
で
推
進
し
て
お
り
ま

す
牧
之
原
地
区
は
、
平
成
十
八
年
度
に

御
前
崎
・
小
笠
･
浜
岡
の
三
地
区
が
完

了
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

残
る
六
地
区
で
は
、
組
合
員
の
皆
様

改
良
区
、
市
の
御
意
見
を
最
重
視
し
、

残
事
業
量
、
及
び
残
事
業
費
の
把
握
を

鋭
意
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
年
度
基
盤
整
備
に
係
る
予
算
を
県
下

全
体
で
見
ま
す
と
、
特
に
防
災
面
に
力
を

入
れ
て
い
く
と
の
当
局
の
方
針
も
あ
り
、

非
常
に
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。当

牧
之
原
地
区
の
予
算
は
、
前
年
度
並

み
の
三
十
一
億
円
の
執
行
で
あ
り
ま
し

て
、
長
期
化
し
て
い
る
事
業
の
早
期
完
了
、

効
果
の
発
揮
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
他
地
区
に
比
べ
れ
ば
優
位

な
状
況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
県
の
総
合
計

画
後
期
五
年
の
中
で
の
当
管
内

の
地
域
作
り
の
目
標
像
と
し
て

「
活
力
あ
る
地
域
農
林
水
産
業
の

振
興
に
向
け
て
ビ
ジ
ネ
ス
経
営

体
の
育
成
や
生
産
基
盤
の
整
備
、

ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
、
地
産
地

消
の
展
開
を
進
め
」
と
あ
る
よ

う
に
、
当
管
内
を
本
県
の
新
た

な
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
多
重

心
型
の
圏
域
へ
の
発
展
を
目
指

し
て
い
る
取
組
み
の
表
れ
で
も

あ
り
ま
す
。

平
成
十
七
年
に
は
「
静
岡
県
民
の
豊

か
な
暮
ら
し
を
支
え
る
食
と
農
の
基
本

条
例
」
が
制
定
さ
れ
、
県
の
農
業
農
村

振
興
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

又
、
平
成
十
八
年
に
策
定
さ
れ
本
県

の
農
林
水
産
業
･
農
山
漁
村
地
域
が
目

指
す
方
向
を
示
し
た
「
農
業
の
持
続
的

な
発
展
と
、
将
来
に
わ
た
る
安
心
･
安

全
な
食
料
の
合
理
的
な
価
格
で
の
安
定

的
な
供
給
」
を
目
的
と
し
た
静
岡
県
農

林
水
産
業
ビ
ジ
ョ
ン
と
を
照
ら
し
合
わ

せ
、
地
域
の
皆
様
が
望
ん
で
い
る
生
産

性
向
上
に
沿
う
基
盤
整
備
の
実
施
に
全

力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

健
康
で
心
豊
か
な
生
活
の
基
礎
と
し

て
は
、
安
全
･
安
心
の
農
産
物
が
安
価

に
て
安
定
的
に
供
給
さ
れ
る
こ
と
が
非

常
に
大
切
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
お
り
ま
す
し
、
農
業
は
生
命
の
も
と

を
な
す
、
不
滅
の
産
業
で
す
。

近
年
、
農
村
の
抱
く
イ
メ
ー
ジ
と
い

え
ば
過
疎
化
、
高
齢
化
、
担
い
手
の
不

足
耕
作
放
棄
地
に
空
家
等
、
暗
い
も
の

ば
か
り
、
国
全
体
が
少
子
高
齢
化
で
大

騒
ぎ
し
て
い
る
今
こ
そ
元
気
な
高
齢
者

の
出
番
で
す
。
培
っ
た
知
識
と
経
験
を

生
か
し
、
生
き
が
い
づ
く
り
の
場
と
し

て
定
年
後
の
働
き
手
を
再
雇
用
す
る
こ

と
も
双
方
の
課
題
解
決
に
一
役
買
え
る

ん
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
ん
な
時
代
の
要
請
に
応
え
る
た
め

基
盤
整
備
の
推
進
を
図
り
、
畑
か
ん
整

備
水
準
向
上
を
目
指
し
て
職
員
一
丸
と

な
っ
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

平成18年度県営事業地区別執行予算額 

総　額 

31 億 円 
（当初＋局繰越） 

掛川地区 
330,000千円 
（10.6％） 

　金谷地区 
　220,000千円 
（7.1％） 

相良地区 
450,000千円 
（14.5％） 

浜岡地区 
680,000千円 
（21.9％） 

榛原地区 
520,000千円 
（16.8％） 

菊川地区 
380,000千円 
（13.2％） 

御前崎地区 
50,000千円（1.6％） 

小笠地区 
80,000千円 
（2.6％） 

朝比奈地区 
70,000千円 
（2.3％） 島田地区 

290,000千円 
（9.4％） 

牧
之
原
地
区
の
基
盤
整
備
に
つ
い
て 

〜
静
岡
県
の
農
業
施
策
と 

　
　
　
　
　
　
　
　
牧
之
原
畑
総
計
画
の
位
置
づ
け
〜 

十
八
年
度
の
基
盤
整
備
予
算

静
岡
県
牧
の
原

農
業
用
水
建
設
事
務
所

技
監
兼
事
業
課
長

高
橋
正
司

食
と
農
の
基
本
条
例
の
制
定

農
業
は
不
滅
の
産
業

牧
之
原
畑
総
事
業
の
整
備
状
況

厳
し
い
基
盤
整
備
予
算
の
中
で

他
地
区
に
比
べ
優
位
な
状
況
に

十
八
年
度
に
三
地
区
完
了
予
定

残
る
六
地
区
の
残
事
業
把
握
を

地
域
の
生
産
性
向
上
に
む
け
た

基
盤
整
備
計
画
に
全
力
あ
げ
て

今
こ
そ
元
気
な
高
齢
者
の
出
番

培
っ
た
知
識
と
経
験
を
生
か
し
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「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
」

と
い
う
新
し
い
事
業
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
活
動
支

援
事
業
と
い
う
長
い
名
称
で
す
が
、
通

称
名
は
「
資
源
保
全
事
業
」
と
呼
ん
で

お
り
ま
す
。

こ
の
対
策
は
、
農
地
や
農
業
用
水
な

ど
、
集
落
に
あ
る
資
源
を
守
っ
て
い
く

に
は
地
域
の
農
業
者
だ
け
で
は
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
や
、
環
境
問
題

に
対
し
て
国
民
の
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
新
し
く
作
ら
れ

た
対
策
で
す
。

元
々
は
、
平
成
十
七
年
三
月
、
新
た

な
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
の
閣

議
決
定
が
な
さ
れ
、
農
地
・
農
業
用
水

等
の
資
源
保
全
施
策
の
方
向
性
が
示
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
十
九
年
度
よ
り

資
源
保
全
施
策
の
導
入
に
向
け
、
平
成

十
七
年
度
よ
り
地
域
の
実
態
把
握
や
保

全
管
理
の
手
法
の
検
討
調
査
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。

次
に
こ
の
事
業
の
し
く
み
に
つ
い
て

で
す
が
（
上
図
参
照
）、

こ
の
事
業
は
地
域
の

皆
さ
ん
が
環
境
に
優

し
い
農
業
に
取
り
組

む
「
営
業
活
動
へ
の

支
援
」
と
地
域
ぐ
る

み
で
取
り
組
む
「
共

同
活
動
へ
の
支
援
」

が
ひ
と
つ
に
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
平
成

十
八
年
四
月
か
ら
の

支
援
は
、
モ
デ
ル
的

な
も
の
で
「
共
同
活

動
へ
の
支
援
」
だ
け

で
す
が
、
十
九
年
度

か
ら
は
「
営
農
活
動

へ
の
支
援
」
も
併
せ
て
本
格
的
に
対
策

が
始
ま
り
ま
す
。

土
地
改
良
区
の
事
業
の
関
連
よ
り

「
共
同
活
動
へ
の
支
援
」
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

事
業
の
手
続
き
（
右
図
参
照
）
に
は

市
町
村
や
地
域
協
議
会
と
の
や
り
取
り

が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
が
、
集
落
の

皆
さ
ん
に
実
際
に
行
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
は
、
大
き
く
次
の
三
つ
の
決
ま
り
が

あ
り
ま
す
。

①
活
動
範
囲
を
決
め
「
活
動
組
織
」

を
作
る

②
「
活
動
組
織
」
の
規
約
を
決
め
て

資
　
源
　
保
　
全
　
事
　
業 

〜
新
事
業
制
度
の
紹
介
〜 

「
活
動
計
画
」
を
作
る

③
市
町
村
と
「
協
定
」
を
結
び
、
活

動
を
実
施
し
て
助
成
金
の
交
付
を
受
け

ると
い
う
も
の
で
す
。

集
落
に
は
農
道
や
農
業
用
水
路
、
た

め
池
な
ど
、
地
域
共
同
で
守
っ
て
い
る

も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
地
域
に

よ
っ
て
は
た
だ
の
管
理
だ
け
で
な
く
、

畦
畔
に
花
を
植
え
た
り
、
施
設
の
簡
単

な
補
修
を
自
分
達
で
行
っ
た
り
す
る
な

ど
、
模
範
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
農
地
や
水
な
ど
を
守

り
、
質
を
高
め
る
効
果
の
高
い
共
同
活

動
に
対
し
て
支
援
（
助
成
金
の
交
付
）

農
地
や
農
業
用
水
な
ど
の

集
落
資
源
を
守
た
め
に
…

営
農
活
動
へ
の
支
援
と

共
同
活
動
へ
の
支
援
が

共
同
活
動
の
手
続
き
に
は

大
き
く
三
つ
の
決
ま
り
が

新しい制度が始まります 新しい制度が始まります 

支援を受けるには？ 

新しい制度が始まります 

支援を受けるには？支援を受けるには？ 支援を受けるには？ 
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本
年
度
当
初
に
お
け
る
畑
地
用
水
組

合
の
設
立
数
は
、
表
の
と
お
り
二
百
組

合
（
関
係
二
百
四
十
四
工
区
）
と
な
り

ま
し
た
。

用
水
組
合
の
設
立
は
、「
水
」
利
用

が
可
能
と
な
る
と
き
、
関
係
組
合
員
の

総
意
に
よ
り
設
立
さ
れ
る
も
の
で
、
運

営
要
領
等
は
土
地
改
良
区
の
規
定
に
定

め
ら
れ
て
お
り
、
基
本
的
に
フ
ァ
ー
ム

ポ
ン
ド
以
降
の
施
設
は
組
合
で
管
理
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
菊
川
市
の
棚
草
原
畑
地

用
水
組
合
が
、
長
年
に
わ
た
り
用
水
施

設
の
有
効
な
利
用
に
取
り
組
み
畑
か
ん

技
術
の
普
及
と
事
業
の
推
進
の
実
績
が

多
大
な
貢
献
を
し
た
と
の
評
価
を
う

け
、
農
林
水
産
省
か
ら
栄
え
あ
る
「
農

村
振
興
局
長
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

同
組
合
は
、
昭
和
五
十
九

年
に
県
営
畑
総
事
業
に
よ

り
、
全
体
茶
園
の
面
積
七
十

六
�
に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
等

の
畑
地
用
水
設
備
が
さ
れ
た

の
を
う
け
て
、
関
係
組
合
員

百
七
十
二
戸
の
組
合
員
で
設

立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

設
立
当
時
は
、
ま
だ
水
源

で
あ
る
牧
之
原
用
水
が
到
達

し
て
お
ら
ず
、
も
っ
ぱ
ら
近

く
の
谷
渓
か
ら
の
給
水
で
、

そ
の
場
し
の
ぎ
的
な
利
用
法

で
十
分
な
施
設
利
用
が
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
。

平
成
五
年
に
国
営
事
業
に
よ

る
本
用
水
が
到
達
し
て
か
ら
は
、

組
合
員
が
一
丸
と
な
っ
て
本
格

的
な
畑
か
ん
用
水
に
よ
る
防
霜
、
防
除
、

施
肥
等
の
多
目
的
用
水
の
利
用
技
術
の
実

践
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

そ
の
効
果
は
、
一
番
茶
収
量
が
県
内
平

均
の
一．

五
倍
と
な
っ
た
こ
と
や
か
ん
水

に
よ
る
夏
場
の
樹
勢
維
持
に
よ
り
品
質
向

上
を
も
た
ら
す
実
績
も
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
県
の
「
環
境
に
や
さ
し
い
茶
業
」

に
基
づ
く
肥
料
の
減
肥
に
も
取
り
組
み
、

「
安
全
・
安
心
」
な
お
茶
づ
く
り
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

棚
草
原
畑
地
用
水
組
合
は
、
現
在
牧
之

原
地
区
で
二
百
余
の
畑
地
用
水
組
合
の
先

駆
者
と
し
て
そ
の
存
在
は
大
き
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。

畑
地
用
水
組
合
の 

　
設
立
数
二
百
組
合
に 

棚
草
原
組
合
が 

農
村
振
興
局
長
賞
を
受
賞 

島 田  

金 谷  

榛 原  

相 良  

御 前 崎  

掛 川  

菊 川  

小 笠  

浜 岡  

合 計  

1 

16 

34 

49 

5 

18 

41 

11 

16 

191

18 

22 

37 

51 

8 

21 

41 

11 

21 

230

1 

20 

37 

50 

5 

19 

41 

11 

16 

200

22 

26 

41 

52 

8 

22 

41 

11 

21 

244

─ 

4 

3 

1 

─ 

1 

─ 

─ 

─ 

9

4 

4 

4 

1 

─ 

1 

─ 

─ 

─ 

14

全組合設立完了 

 

 

 

全組合設立完了 

全組合設立完了 

 

全組合設立完了 

全組合設立完了 

地 区 名  

組 合  関係工区 組 合  関係工区 組 合  関係工区 

比較増減 
適　用 H17.4月現在 H18.4月現在 

組 合 数  

畑 地 用 水 組 合 設 立 状 況 表

今年の７月29日(土)、30(日)の２日間、牧之原農
業用水の水源である長島ダム(川根本町)と周辺地区
を会場に『森と湖に親しむつどい2006』（全国ダム
まつり）が開催されます。
これは、国土交通省と林野庁が昭和62年より国

民に森と親しむ機会を提供し、心身をリフレッシ
ュし活力を養うとともに、ダムや森林資源等の水
資源の重要性について関心を高め、理解を深める
ことを目的として『森と湖に親しむ旬間』を制定
し、毎年全国のダムの中から会場となるダムを選
び、ダム施設を利用して色々なイベントを行って
いるものです。
今年は、牧之原農業用水の水源である長島ダム

が会場に選ばれ、当日は長島ダム及び周辺地区に
て静岡ならではのイベントが数多く行われ、当改
良区もスタッフの一員として当日のイベントに参
加することとなっております。
日頃の疲れを大自然の中で癒してみませんか？
詳しいイベント情報は、『森と湖に親しむつどい
2006』ホームページまで。
ＨＰアドレス

http://square.at-s.com/morimizu/index.html

長
年
に
わ
た
る
用
水
利
用
と

そ
の
実
績
が
評
価
を
う
け
る

組
合
員
が
一
丸
と
な
っ
て

多
目
的
利
用
に
取
り
組
み

環
境
に
や
さ
し
い
茶
業
と

安
全
安
心
な
お
茶
づ
く
り
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㈬
現
場
の
状
況
に
よ
り
、
通
行
に
支

障
が
あ
り
、
直
ち
に
修
理
を
す
る
必
要

が
あ
る
場
合
は
、
緊
急
時
修
理
提
携
業

者
と
連
絡
を
図
り
、
速
や
か
に
修
理
し
、

周
辺
に
影
響
の
な
い
よ
う
に
対
処
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

国
営
、
県
営
土
地
改
良
財
産
を
、
他

の
目
的
に
使
用
す
る
場
合
は
他
目
的
使

用
申
請
等
申
請
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

（
国
の
施
設
の
場
合
は
農
政
局
長
、

県
の
施
設
の
場
合
は
県
知
事
の
承
認
が

必
要
で
す
。）

参
考
例

・
国
、
県
、
市
が
施
工
す
る
建
設
工

事
（
道
路
建
設
等
）
に
伴
い
、
国
営
、

県
営
幹
支
線
水
路
を
移
設
又
は
横
断

す
る
様
な
場
合
。

・
受
益
地
内
に
県
営
管
水
路
施
設

（
給
水
栓
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
―
等
を

含
む
）
を
設
置
さ
れ
て
い
る
組
合
員

で
茶
園
改
植
等
に
よ
り
施
設
を
移
設

し
た
り
、
改
良
を
加
え
よ
う
と
す
る

場
合
。

・
国
営
、
県
営
財
産
敷
地
に
電
柱
、

水
道
管
等
の
工
作
物
を
設
置
し
よ
う

と
す
る
場
合
、
又
そ
の
契
約
を
更
新

す
る
場
合
。

（
土
地
改
良
財
産
の
本
来
の
用
途
、
目

的
を
妨
げ
る
も
の
で
な
い
場
合
に
限

る
。）

漏
水
事
故
が
あ
っ
た
ら
！ 

　 

〜
施
設
管
理
事
故
と
対
応
に
つ
い
て
〜 

現
在
、
県
営
畑
総
事
業
の
各
事
業
地

区
で
、
畑
か
ん
第
二
ス
テ
ー
ジ
（
給
水

栓
）
及
び
第
三
ス
テ
ー
ジ
（
ス
プ
リ
ン

ク
ラ
ー
）
の
末
端
施
設
が
完
成
し
、
水

利
用
が
図
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

も
し
、
施
設
使
用
及
び
管
理
上
に
お

い
て
漏
水
事
故
が
発
生
し
た
り
、
又
第

三
者
（
自
動
車
に

よ
る
物
損
事
故

等
）
が
起
因
で
の

漏
水
事
故
を
発
見

し
た
時
は
ご
一
報

く
だ
さ
い
。

そ
の
場
合
、
㈰

漏
水
現
場
を
確
認

し
現
場
近
く
に
目

標
物
（
道
路
・
建

物
等
）
と
な
る
も

の
を
記
憶
し
て
く

だ
さ
い
。

㈪
電
話
で
通
報

す
る
時
は
、
現
場

の
市
名
・
集
落

名
・
目
標
物
と
ど

こ
か
ら
漏
水
し
て

い
た
か
を
落
ち
着

い
て
、
報
告
し
て

く
だ
さ
い
。

【
通
報
す
る
時
の
ポ
イ
ン
ト
】

＊
い
つ(

い
つ
頃
か
ら)

＊
ど
こ
で(

ど
の
辺
り
で)

＊
何
が(

見
た
も
の)

＊
ど
う
な
っ
て
い
る
か

㈫
通
報
を
受
け
た
土
地
改
良
区
（
場

合
に
よ
り
市
担
当
課
）
及
び
用
水
組
合

で
は
、
互
い
に
連
絡
を
取
り
合
い
、
現

場
へ
直
行
し
、
制
水
弁
に
よ
り
止
水
操

作
を
行
い
ま
す
。

改
築
・
追
加
工
事
及
び 

他
目
的
使
用
申
請
に
つ
い
て 

連絡先  

漏水事故に係る連絡 網  漏 水 事 故 に 係 る 連 絡 網  

他目的使用例
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牧之原だより 第32号 （8）

き
が
必
要
で
す
。

こ
の
転
用
手
続
き
を
行
わ
な
い
と
、

農
地
法
第
四
条
及
び
第
五
条
の
申
請
を

す
る
際
に
土
地
改
良
区
が
交
付
す
る
意

見
書
が
添
付
さ
れ
な
い
た
め
農
地
法
が

許
可
に
な
り
ま
せ
ん
。

受
益
地
の
転
用
を
さ
れ
る
場
合
は
、

必
ず
土
地
改
良
区
・
業
務
課
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

公
共
事
業
に
よ
っ
て
受
益
地
が
転
用

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

事
例
と
し
て
、
国
・
県
・
市
町
道
の

新
設
・
拡
張
や
公
共
施
設
の
建
設
等
に

受
益
地
を
農
地
転
用
す
る
事
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
場
合
、
公
共
事
業
で
は
農

業
委
員
会
へ
の
転
用
申
請
が
免
除
さ
れ

る
た
め
、
土
地
改
良
区
へ
の
協
議
が
提

出
さ
れ
な
い
事
が
あ
り
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
に
公
共
事
業
に
よ
る

用
地
買
収
等
の
話
が
あ
っ
た
際
は
、
畑

総
事
業
の
受
益
地
で
あ
る
旨
を
伝
え
て

い
た
だ
き
、
併
せ
て
土
地
改
良
区
へ
農

地
転
用
の
協
議
を
し
て
く
だ
さ
い
。

組
合
員
資
格
に
変
更
を
生
じ
た
場
合

は
、
土
地
改
良
法
第
四
十
三
条
の
規
定

に
よ
り
、
組
合
員
資
格
得
喪
通
知
書
を

速
や
か
に
土
地
改
良
区
に
提
出
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
手
続
き
を
さ
れ
ま
せ
ん
と
、
賦

農
地
転
用
決
済
は
、
受
益
農
地
の
農

地
以
外
の
用
途
へ
の
転
用
に
よ
る
受
益

面
積
減
に
伴
う
、
残
存
受
益
農
地
（
組

合
員
）
の
負
担
増
の
解
消
の
た
め
、
即

ち
公
平
な
負
担
を
保
持
す
る
た
め
に
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
転
用
決
済
に

つ
い
て
、
是
非
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

今
回
の
単
価
改
正
要
因
は
、
県
営
事

業
借
入
金
及
び
国
営
事
業
地
元
負
担
金

の
決
済
金
対
象
額
の
変
更
に
よ
る
も
の

で
、
改
正
単
価
は
、
各
地
区
と
も
、
旧

単
価
に
比
べ
総
体
的
に
減
額
と
な
り
ま

し
た
。

こ
の
改
正
単
価
算
出
方
法
は
、
平
成

十
六
年
度
総
代
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ

ま
し
た
算
定
基
準
と
単
価
改
正
の
基
本

方
針
に
基
づ
き
改
正
し
て
お
り
、
前
年

度
の
理
事
会
の
承
認
を
経
て
、
平
成
十

八
年
度
通
常
総
代
会
で
承
認
さ
れ
、
平

成
十
八
年
四
月
一
日
よ
り
適
用
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

牧
之
原
畑
総
事
業
の
受
益
地
を
農
地

以
外
に
転
用
す
る
場
合
に
は
、
農
振
農

用
地
区
域
の
除
外
認
可
を
受
け
た
上

で
、
土
地
改
良
区
へ
の
農
地
転
用
手
続

課
金
な
ど
が
変
更
前
の
組
合
員
に
賦
課

さ
れ
た
り
、
経
営
移
譲
年
金
受
給
の
際

に
確
認
書
類
の
証
明
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

◎
経
営
移
譲
年
金
を
受
給
す
る
と
き

◎
農
地
の
買
収
、
贈
与
、
交
換
な
ど

所
有
権
を
移
転
し
た
と
き

◎
農
地
を
農
地
以
外
に
変
更
す
る
と

き
（
農
地
転
用
）

通
知
書
は
市
担
当
課
・
土
地
改
良
区

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
土
地
改
良
地
区
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
「
個
人

情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行

さ
れ
、
土
地
改
良
区
に
お
い
て
も
適
切

な
取
扱
い
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

当
土
地
改
良
区
は
、
同
法
並
び
に
農

林
水
産
省
制
定
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
規

定
を
遵
守
し
、
個
人
情
報
の
利
用
を
地

区
内
の
土
地
改
良
事
業
（
定
款
第
四
条

に
規
定
す
る
）
を
円
滑
に
実
施
す
る
目

的
の
み
と
し
、
そ
の
範
囲
を
超
え
て
個

人
情
報
を
取
扱
う
こ
と
は
い
た
し
ま
せ

ん
。な

お
、
情
報
の
漏
洩
や
滅
失
を
防
ぐ

た
め
、
安
全
管
理
措
置
（
デ
ー
タ
保
管
、

職
員
の
周
知
徹
底
・
監
督
）
を
講
じ
、

第
三
者
へ
の
情
報
提
供
は
し
な
い
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

農
地
転
用
に
つ
い
て

組
合
員
資
格
得
喪
通
知
書
の

提
出
に
つ
い
て

組
合
員
の
個
人
情
報
の

取
扱
い
に
つ
い
て

ＨＰアドレスを変更しました。
ＨＰの内容は、以前から掲載している

「土地改良区の業務内容」や「転用・得喪通
知書等様式ダウンロード」等のほか、新た
に「多面的機能」や「牧之原の風景」等の
ページも開設しました。
是非、一度ご覧頂き、皆様のご意見・ご
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公
共
事
業
に
よ
る
転
用
も

改
良
区
と
の
協
議
が
必
要
で
す

農
地
を
転
用
す
る
場
合
は

改
良
区
に
連
絡
を

得
喪
通
知
書
の
提
出
が

必
要
な
場
合
と
は

決
済
金
単
価
の

改
正
に
つ
い
て

ＨＰアドレス変更のお知らせ ＨＰアドレス変更のお知らせ 


